
丸子中学校 
保健室 

令和６年２月１６日 

2年生 命の学習（性教育）の様子について 

第 1時：「男子の性・女子の性」 ～男子の性を中心的に～ 

 事前に「教室でエッチな話をしている人をみて感じること」「月経・射精についてのイメージ」を調査しました。

その結果、エッチな話に対して、「楽しそう」と思っている人は男子に多く、「やめてほしい」と思っている人は

女子に多かったです。 

 

 

 

 

エッチなことに興味があり、好きな人に触れたいなと思うことは自然なことですが、教室・社会はみんなが

一緒に過ごす空間。人間は、おもいやりや責任感を持ち、他者の気持ちを考えたり、尊重したりすることがで

きます。自分も相手も大切に、よりよい人間関係を作ることが大切です。 

月経・射精についてのイメージでは、射精について「わからない」と答えた人が男子も女子も多かったです。

また女子で月経を「恥ずかしいもの・病気のようなもの」と答えている人もいましたし、男子で射精を「恥ずか

しいもの・汚いもの」と答えている人も多くいました。いま、大人になった男性で、射精は汚いと思っている

ため気持ちよさを感じてしまう自分に罪悪感を覚えたり、そんな汚いもので大切な人をよごしたくないと思

っていたり、自分に自信がなくて人と付き合えなかったりする人が増えてきています。 

このことから、月経も射精もプライベートな事であるためみんなの前で言いふらしたりすることではない

が、どちらも命の誕生に欠かせない、健康的で大切で自然なことだと伝えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女の性に対する感じ方の違い（※個人差が大きい） 

①性欲ホルモン（テストステロン）の差。 ②脳のつくりの違い。 

⇒理由１．動かない卵子に対して動ける精子が接近しなければ子孫を残すことができないため。 

  理由２．女子は遺伝子を受け入れる側、男子は遺伝子を託す側であり、一気に性欲が高まるように。 

生徒の感想 

●月経も射精もどっちもそれぞれ自分たちに大切で必要なことっていうのが知れてよかった。 

●今まで知らなかった月経のことをくわしく知ることができたり、射精がどういうものなのかや射精の仕組みについ

てしることができ、あらためて自分の心や体としっかり向き合おうと思った。 

●月経によって気持ちの変化や体調が悪くなったりすることがあると学んでとても大変そうだと思いました。 

●男子にも射精や包茎があって大変なんだと感じた。大変だとか大人に相談できないことがあるのは女子だけじゃ

ないことを初めて知った。 

●思春期には必ず来るものだと分かったので、お互いを尊重して正しい知識を持って生活していきたいです。 

●男女でどんな違いがあるかなど普段あまり自分たちが調べないようなことや、学習しないことを学べてよかった。 

●射精のイメージはかわった。今まであまりきれいなイメージが無かったので、知れて良かった。性欲のコントロー

ルもこれから大切になると思うので知れて良かった。 

●マスターベーションを何回した？とか聞いてくる友だちもいたけど、プライベートなことにふみこみすぎるのはよく

ないということ。お互いの体を理解して、おたがいに支え合えるようなクラスになったらいいなと思った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デート DV・・・パートナー同士の間で、どちらか一方が暴力をふるったり支配したりして、相手を傷つけること 

  女性の約６人に１人、男性の約１２人に１人は交際相手から被害をうけたことがあると言われています。※ 

①身体的な暴力  殴ったり、蹴ったりの暴行で体を傷つける 

②精神的な暴力  イヤな言葉でおどし、無視などの行為で心を傷つける 

➂社会的な暴力  束ばくしてあなたの自由を奪う 

④性的な暴力  性的なことを無理強いしたりして、心身を傷つける 

➄経済的な暴力  いつもお金を払わせたり、借りたお金を返さなかったりお金の負担を強いる 

  

デート DV が起こる理由、自分を大切にするためになど、パートナーに限らず、友人、家族など他者とより

よい関係を築くためにはどのような行動していけばよいのか、ひとりひとり考える時間となりました。 

 

 

 

 

 

生徒のワークシートから 

あなたが考える心地よい関係とはどんな関係ですか？ 

●束ばくしあわない、言いたいことが言い合える関係    ●「ありがとう」「ごめんね」が言える関係 

●互いに気持ちを考えられる、嫌な事などを素直に言える ●きょりをたもてるかんけいで、たいとうであること 

●お互いを尊重し、他の人とのコミュニケーションも大切にできる関係  ●全部ワリカンな関係 

●お互いががまんしすぎず、言いたいことを言い、相談しあいながら共に歩んでいける 

●いっしょにいてつかれない関係  ●暴力はぜったいにしないし、２人とも尊重する関係 

●相手の嫌がることをしない、悪口を言わない  ●お互いの意思を尊重し、話し合いで解決できる関係 

●自分と相手の距離や関係などを自分勝手に決めない   

●あたりまえだが、いやなことをおたがいにしない、させない、ことわる関係 
 

感想 

●全て「自分が悪い」「自分が悪いんだから自分が変わらなきゃ」と思いがちだけど、これから先、将来、そういう風

に考えているだけじゃだめだと思った。時には初心に戻って相手も自分のことも考えて共に歩んでいくことが大切

だと思った。 

●相手の気持ちを大切にしていきたい。意見の違いは、お互いが嫌な思いをしないように配慮したい。 

●やめてほしいことなどしっかり相手に伝えなければいけないと思った。 

●自分が思う心地よい関係というのは友だちどうしでも同じだと思うのでその関係にできたらいいなと思いました。 

 
※内閣府男女共同参画局「男女間における暴力に関する調査報告書」令和 3 年 

第 2時：「パートナーとよりよい関係を築くために」 ～デートDV～ 

アンケートを実施し、男女・個人によって考え方が違うことに気づきました。 

 

許可なくイラストや写真などの二次利用はお断りいたします 


